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1 次の微分方程式の中から,定数係数線形同次微分方程式を
すべて選びなさい.

（ア） y′′′ − 2y′′ + 8y = x2 − 1

（イ） y′′ + 5xy′ − 6y = 0

（ウ） y′′ − 3y′ − y = 0

（エ） y′′ + 7y′ − 6y = 2

（解答欄）　　　　　　　　　

2 次の空欄 (1)(2)を適切な式で埋めなさい. また, (3) の 3

つの選択肢の中から適切なものを選び丸で囲みなさい.

f(t) = t2 − 2t− 3 に対し,

f(D)[x2 − 3] = (1)

である. よって, y = x2 − 3 は微分方程式

(2)

の (3) 一般・特殊・特異 解である.

3 次の定数係数線形同次微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) y′′ − 7y′ + 12y = 0

(2) y′′ − 2y′ + 4y = 0

4 次を求めなさい.

(1)
1

D2 +D + 6
e2x

(2)
1

D2 +D − 6
e2x
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5 定数係数線形微分方程式

y′′ − 4y′ + 4y = sinx (∗)

の一般解を求めなさい. なお, (∗)の特殊解が

y = a sinx+ b cosx, （a, bは定数）

となることを利用してもよい.

6 定数係数線形微分方程式

y′′ + 2y′ + 3y = x2 − 3 (♯)

の一般解を求めなさい. なお, (♯)の特殊解が

y = ax2 + bx+ c, （a, b, cは定数）

となることを利用してもよい.
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